
五

停
止
を
命
じ
た
性
能
検
査
の
範
囲
及
び
そ
の
期
間

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
務
所
が
行
う
ク
レ
ー
ン
に
係
る

性
能
検
査
及
び
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間

い
わ
き
事
務
所

平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
二
月
二
十

八
日
ま
で

茨
城
事
務
所

平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で

福
岡
事
務
所

平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

平成™˜年 月˜›日 月曜日 第œ˜œœ号官 報
住
所
東
京
都
新
宿
区
富
久
町
８
番
2
6
`
2
0
7号

尹
秀
浩
昭
和
4
9年
６
月
７
日
生

住
所
東
京
都
北
区
西
が
丘
２
丁
目
５
番
3
6号

徐
美
穗
昭
和
5
3年
１
月
1
5日
生

住
所
和
歌
山
市
太
田
3
8
2番
地
1
1

Ô
和
也
昭
和
4
7年
８
月
1
9日
生

住
所
和
歌
山
県
紀
の
川
市
馬
宿
7
2番
地

Ô
文
浩
昭
和
4
8年

1
0月

2
4日
生

住
所
福
岡
市
城
南
区
長
尾
５
丁
目
1
6番

2
5号

金
慶
一
昭
和
4
7年
４
月
２
日
生

住
所
埼
玉
県
八
潮
市
大
字
南
川
崎
5
3
2番
地
１

ˆ
甲
一
昭
和
5
6年
１
月
2
4日
生

住
所
横
浜
市
青
葉
区
あ
ざ
み
野
２
丁
目
2
8番
地
1
0

李
昶
豪
昭
和
4
9年
７
月
８
日
生

住
所
神
奈
川
県
藤
沢
市
宮
原
1
4
2
9番
地
１

グ
ェ
ン
・
コ
ン
・
ホ
ァ
ン
昭
和
5
4年
６
月
2
9日
生

〇
文
部
科
学
省

経
済
産
業
省
告
示
第
三
号

発
電
用
施
設
周
辺
地
域
整
備
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
九

年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
）
第
八
条
第
三
項
並
び
に
補
助

金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
三
十
年
法
律
第
百
七
十
九
号
）
及
び
補
助
金
等
に
係
る

予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三

十
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び

に
発
電
用
施
設
周
辺
地
域
整
備
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
十
七
号

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
三
条

第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
登
録
性
能
検
査
機
関
に
対
し
、
性
能
検
査
の
業
務
の
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
の
で
、
労

働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十

四
号
）
第
十
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
一
条
の
十
一
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
四
日

厚
生
労
働
大
臣

Å
添

要
一

一

名
称

社
団
法
人
ボ
イ
ラ
・
ク
レ
ー
ン
安
全
協
会

二

住
所

東
京
都
江
東
区
亀
戸
六
丁
目
四
十
一
番
二
十
号

三

代
表
者
の
氏
名

唐
沢
正
義

四

性
能
検
査
の
業
務
の
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
年
月
日

平
成
二
十
一
年
八
月
三
十
一
日

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
四
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

一

保
安
林
の
所
在
場
所

三
重
県
亀
山
市
関
町
新
所
字

岩
傳
八
四
の
四
、
八
四
の
七
、
八
四
の
八
、八
四
の
九
、

八
四
の
一
〇

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

岩
傳
八
四
の
四
・
八
四
の
八
（
以
上
二
筆
に

つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
四
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

一

保
安
林
の
所
在
場
所

北
海
道
久
遠
郡
せ
た
な
町
大

成
区
貝
取
澗
一
九
一
・
一
九
一
の
二
（
以
上
二
筆
に
つ

い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
北
海
道
庁
及
び
せ
た
な
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
四
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

一

保
安
林
の
所
在
場
所

三
重
県
熊
野
市
甫
母
町
字
須

野
道
五
九
八
、
六
〇
一
、
字
神
楽
石
六
〇
三
の
九
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
三

重
県
庁
及
び
熊
野
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
四
日

農
林
水
産
大
臣

石
破

茂

一

保
安
林
の
所
在
場
所

三
重
県
度
会
郡
大
紀
町
崎
字

小
平
谷
一
八
八
五
の
四

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。字

小
平
谷
一
八
八
五
の
四
（
次
の
図
に
示
す
部

分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
三
重
県
庁
及
び
大
紀
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

第
七
十
八
号
）
第
七
条
並
び
に
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の

執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
及
び
補
助
金
等
に
係
る
予

算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
規
定
を
実

施
す
る
た
め
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
交
付
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
告
示

す
る
。

平
成
二
十
一
年
九
月
十
四
日

文
部
科
学
大
臣

塩
谷

立

経
済
産
業
大
臣

二
階

俊
博

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
交
付
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
交
付
規
則
（
平
成
十
九
年

文
部
科
学
省

経
済
産
業
省
告
示
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
条
第
五
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
当
該
対
象
原
子
力
発
電
供
用
施
設
が
廃
止
さ

れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
対
象
原
子
力
発
電
供
用
施

設
に
係
る
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る
附
帯
使
用
済
燃
料

貯
蔵
設
備
が
現
に
存
し
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該

附
帯
使
用
済
燃
料
貯
蔵
設
備
に
係
る
対
象
使
用
済
燃
料
が

貯
蔵
さ
れ
て
い
る
日
が
属
す
る
会
計
年
度
ま
で
を
第
一
項

第
四
号
の
算
定
の
対
象
と
な
る
期
間
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に

よ
る
改
正
後
の
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
交
付
規
則
の

規
定
は
、
平
成
二
十
一
年
度
予
算
か
ら
適
用
す
る
。
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